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food spiral

食文化の発信・創造のためのレガシー
東京オリンピック 2020 時には、開催スタ
ジアム付近で食事がとれなくなるランチ難
民をはじめとする「食難民」が多く発生す
ることが予測されている。それに対応する
施設を設計する。しかし、この一時的な需
要の高まりを満たす為の建築は、オリン
ピック後の需要減少に耐えられず、負のレ
ガシーとなってしまう。そこで、需要の増
減に柔軟に対応し、即自的な「食事」だけ
でなく、後世に残る「食文化の発信・創造」
のための建築を提案する。具体的には、ス
ポーツマンに注目されている健康的な日本
食の知識提供や、「食」を通じた全国各地
ふるさとの紹介等の新たな価値を加え、か
つ、オリンピック後の供給過多となった店
舗の地方進出を推進する機能を持たせる。
これによって、長期的なマーケットになる
オリンピックレガシーをつくり出す。

レガシーのための 3つの柔軟性

【提案】フードトラック×建築
固定された店舗の周囲に、フードトラックを構える。
モビリティに長けたフードトラックは、多様な食と人との出会いの空間を高頻度
で更新する。また、従来の建築では成しえなかった店同士の交流をつくり出し、
新しい食を生み出すことが出来る。
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食供給：1h当たりの対応人数

店舗数の増減が容易で、
空いたスペースは多用途に使える

スロープ断面図

内部へ入り込んでくる風は、スロープの床に設置された空調設備によって調整され、建物中央
の吹き抜け空間へ供給される。そして、ベンチューリ効果によって天井の風穴へ抜けていく。
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新しい価値によって安定した需要を
得、レガシーとして機能し続ける

店同士の交流を促す出店形式で
地方進出の下積み拠点として機能させる
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中央吹抜け：交錯するフードトラックの動線

5・６階レストラン：スパイラルの終着点 4階：スロープの高低差を活かしたシアターと講習キッチン 中央スロープ：最も視線が集まるスロープには食材市や道具市が立ち並び、食の創造意欲を生み出す。

オリンピック時　昼間：多くのフードトラックが集まり、モニターで大会を鑑賞しながら食事が出来る。
　　　　　　　　　　　また、対面するふるさと市とフードトラックのコラボ商品も味わえる。

オリンピック時　夜：飲み屋を中心としたフードトラックに変わり、簡易テーブルによって長く食事が楽しめる。
　　　　　　　　　　Webサイトで店舗と位置を検索し、トラック停留所の番号と照らし合わせることで目当ての店舗へたどり着く。

オリンピック後：フードトラック数が減り、空いたスペースでは千駄ヶ谷のスポーツマンによる様々なアクティビティが行われる。
　　　　　　　　ふるさと市では販売以外に地方特産物を使った料理がモニターで紹介され、訪れた人々の料理意欲をそそる。
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支払い

おいしい経験の提供

①水平力に強い直交する耐力壁と柱によって屋
根を支える。
②その周囲を取り巻くようにスロープを配置し、
屋根からワイヤーで吊る。
③フードトラックが浮遊するスロープの上をス
パイラルを描いて移動する。その動線の周囲に
は、「食の発信と創造」を促すプログラムを配置
する。これにより、人と食が交錯し出会うスパ
イラル動線をつくり出す。
④構造的要素をファサードから排除し、動線を
露出させることで、フードトラックの更新・変
化（柔軟性）を見えやすくする。
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